
2007 No.742007 No.74
11 10

在校生３人、力いっぱい、走った！笑った！泣いたぁ。
　　　　～浦内小学校最後の運動会～10月21日(日)上甑町

暮らしを支える税
ストップ！児童虐待！！
平成19年度文化および体育功労者等表彰
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行政トピックス

　
 

ら
し
を　

 

え
る

 

■ 

市
民
税

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
本
市
に
住

所
を
有
す
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

市
民
税
が
課
税
さ
れ
る
方
や
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

法
律
に
よ
り
所
得
な
ど
の
申
告
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す（
た
だ
し
、

給
与
所
得
の
み
で
会
社
な
ど
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
方
を

除
き
ま
す
）。

　

市
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
告
書
や

給
与
支
払
報
告
書
に
基
づ
き
、
市
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
を
計
算
し
ま

す
。
申
告
書
を
提
出
し
な
い
場
合
、

各
種
の
所
得
控
除
や
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
ほ
か
、
児
童
手
当
の
認

定
や
保
育
所
の
保
育
料
算
定
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
融
資
な
ど
に
必
要
な
所
得

証
明
書
も
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
手
続
き

の
た
め
、
所
得
証
明
書
の
必
要
な
方

は
、
市
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方
で

も
、
毎
年
必
ず
、
所
得
の
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

＊�

障
害
が
あ
る
方
に
つ
い
て
は
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
、
障
害
の
程
度

を
証
明
で
き
る
書
類
か
、
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
心
身
に
障
害
が

あ
る
方
は
、
障
害
者
控
除
対
象
認

定
書（
本
庁
２
階
高
齢･

障
害
福
祉

課
で
発
行
）で
も
障
害
者
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
農
業
所
得
の
収
支
計
算

　

水
稲
を
含
む
農
業
所
得
の
計
算
は
、

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

く｢

収
支
計
算｣

で
申
告
を
行
い
ま

す
。

　

出
荷
伝
票
や
納
品
書
の
控
え
な
ど

収
入
金
額
が
分
か
る
書
類
と
、
請
求

書
や
領
収
書
な
ど
必
要
経
費
が
分
か

る
書
類
を
保
存
し
、
そ
れ
ら
を
ノ
ー

ト
な
ど
に
記
帳
・
集
計
し
て
、
所
得

が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
平
成
20
年
度
以
降
の主な

改
正
点

①�

平
成
20
年
度
よ
り
、
平
成
17
年
１

月
１
日
現
在
に
お
い
て
65
歳
に
達

し
て
い
た
方
の
段
階
的
に
減
額
す

る
経
過
措
置
が
廃
止
さ
れ
、
全
額

課
税
と
な
り
ま
す
。

②�

現
行
の
損
害
保
険
料
控
除
が
廃
止

さ
れ
、
新
た
に
、「
地
震
保
険
料

控
除
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

③�

住
宅
借
入
等
特
別
税
額
控
除
が

　
　
　
　
　
　
　

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま
で

　

に
入
居
し
て
い
る
方
で
、
税
源
移

　

譲
な
ど
に
伴
い
平
成
19
年
分
以
降

　

の
所
得
税
が
減
少
す
る
た
め
、
同

　

控
除
が
所
得
税
で
控
除
し
き
れ
な

　

い
場
合
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ

　

り
、
平
成
20
年
度
以
降
の
住
民
税

　

か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
（
平
成
28
年
度
ま
で
）。

 

■ 

国
民
健
康
保
険
税 

○
あ
な
た
の
共
済
制
度

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
み
ん
な

で
国
民
健
康
保
険
税
を
負
担
し
、
病

気
や
け
が
な
ど
の
治
療
費
に
備
え
る

相
互
扶
助
の
制
度
で
す
。
国
民
健
康

保
険
税
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の

大
事
な
運
用
資
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
社
会
保
険
や
国

民
健
康
保
険
の
い
ず
れ
か
の
医
療
保

険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
国
民

健
康
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
を
行
な

い
ま
し
ょ
う
。

○
保
険
の
加
入
・
脱
退
は

早
め
に
手
続
き
を
！

　

社
会
保
険
の
資
格
が
無
く
な
り
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
、

ま
た
は
社
会
保
険
に
加
入
し
、
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き
は
、
14

日
以
内
に
本
庁
２
階
市
民
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
届

け
出
の
日
か
ら
で
は
な
く
、
社
会
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日
や
、
転

入
日
か
ら
課
税
さ
れ
ま
す
。
届
け
出

が
遅
れ
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
を

ま
と
め
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

■ 

固
定
資
産
税 

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
土
地
・

家
屋
・
償

し
ょ
う
き
ゃ
く却
資
産
を
所
有
す
る
方
が
、

そ
の
資
産
価
値
に
応
じ
、
資
産
の
所

在
す
る
市
町
村
に
納
め
る
税
で
す
。

○
各
種
届
け
出
の
お
願
い

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
必
ず
届
け

出
ま
た
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

建
物
を
新
築
し
た
と
き
ま
た
は
取

り
壊
し
た
と
き

■�

増
築
や
一
部
滅
失
な
ど
建
物
の
床

面
積
が
変
わ
っ
た
と
き

■�

災
害
で
建
物
や
土
地
に
被
害
を
受

け
た
と
き

■�

土
地
の
利
用
状
況
を
変
更
し
た
と

き
■
所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き

■�

市
外
の
所
有
者
が
転
居
し
た
と
き

　

11
月
11
日（
日
）か
ら
17
日（
土
）ま
で
は「
税
を
考
え
る

週
間
」で
す
。

　

税
金
に
は
、
国
税
・
県
税
・
市
税
が
あ
り
、
多
く
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
防
衛
・
警
察
や
消
防
、
社
会
保
険
、
福
祉
、

子
ど
も
の
教
育
や
老
人
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

健
康
的
で
安
全
な
生
活
が
保
障
さ
れ
、
道
路
建
設
、
上

下
水
道
、
防
災
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
公
共
事
業
に
よ

り
、
快
適
な
暮
ら
し
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
市
の
重
要
な
財
源
で
あ
る
市
税
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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■�

未
登
記
建
物
の
名
義
を
変
更
す
る

と
き

○
償
却
資
産
申
告
の
お
知
ら
せ

　

事
業
用
の
償
却
資
産（
遊
休
・
未

稼
動
を
含
む
）に
つ
い
て
は
、
毎
年

一
回
申
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
は
、
12
月
末

日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
が
、
届
か
な

い
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
申
告
期
限
は
平
成
20
年
１

月
31
日（
木
）で
す
。

  

◦
固
定
資
産
現
況
調
査

       

事
業
の
実
施
に
つ
い
て

○
一
次
調
査

　

家
屋
の
実
態
を
正
確
に
把
握
し
、

適
正
・
公
平
に
課
税
す
る
た
め
に
、

平
成
18
年
度
か
ら
航
空
写
真
を
活
用

し
た
家
屋
図
を
基
に
、
家
屋
の
平
面

図
と
実
際
の
家
屋
を
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
行
う
外
観
確
認
調
査
を
市
内

全
域
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
二
次
調
査

　

一
次
調
査
の
際
に
家
屋
の
平
面
図

や
課
税
台
帳
と
一
致
し
な
い
家
屋

（
増
築
や
未
評
価
・
滅
失
な
ど
）で
、

さ
ら
に
詳
し
い
調
査
が
必
要
な
場
合

に
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
に
は
市
職
員
が
伺
い
、

家
屋
所
有
者
の
承
諾
後
に
、
家
屋
内

部
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
外
観
か
ら
の

計
測
・
構
造
・
用
途
な
ど
の
確
認
を

川
内
地
域
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

■ 

軽
自
動
車
税 

　

毎
年
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。
軽
自
動
車
・
自

動
二
輪
・
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

○
早
め
に
廃
車
手
続
き
を
！

　

使
用
し
な
く
な
っ
た
軽
自
動
車
な

ど
の
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
廃
車
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
毎
年
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
廃
車
手
続
き
先
は
…

　

１
２
５
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転

車
・
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
本
庁
税

務
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
所
有
者
・
届
け

出
者
の
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
２
５
㏄
を
超
え
る
二
輪

車
お
よ
び
軽
自
動
車
は
、
県
軽
自
動

車
協
会（

０
９
９（
２
６
１
）４
０

１
１
） 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

◦
大
切
な
納
税 

○
自
主
納
税

　

市
税
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
自
主
的
に
納

め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

○
市
税
を
滞
納
す
る
と
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
と
督

促
状
を
送
付
し
、
さ
ら
に
、
催
告
書

や
電
話
な
ど
で
納
税
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

滞
納
し
た
場
合
に
は
、
本
来
納
め

る
税
金
の
ほ
か
、
督
促
手
数
料
・
延

滞
金
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

○
滞
納
処
分

　

市
税
を
滞
納
し
た
ま
ま
で
い
ま
す

と
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
た
方
と

の
公
平
を
保
つ
た
め
に
、
や
む
を
得

ず
、
滞
納
し
て
い
る
方
の
財
産
を
差

し
押
さ
え
、
こ
れ
ら
の
財
産
を
公
売

す
る
な
ど
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま

す
。

○
納
期
限
内
納
付
を
！

　

こ
の
よ
う
に
、
市
税
を
滞
納
す
る

こ
と
は
、
納
税
者
に
と
っ
て
不
利
益

と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
本
市
に

と
っ
て
も
、
滞
納
整
理
な
ど
に
費
用

が
掛
か
り
ま
す
。
納
付
さ
れ
た
貴
重

な
市
税
を
有
効
に
使
う
た
め
に
も
、

納
期
限
内
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
納
税
は
口
座
振
替
で
！

■
安
心（
納
期
を
忘
れ
て
も
安
心
）

■�

安
全（
現
金
の
取
り
扱
い
が
な
く
、

　
　

安
全
）

■�

便
利（
お
忙
し
い
方
、
ご
不
在
が

　
　

ち
の
方
に
特
に
便
利
）

　

口
座
振
替
は
金
融
機
関
の
窓
口
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き

の
際
に
は
、
納
付
書
・
預
金
通
帳
・

通
帳
の
届
け
出
印
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

○
納
税
の
ご
相
談
は
お
気
軽
に

　

本
庁
２
階
収
納
課
お
よ
び
各
支
所

地
域
振
興
課
で
は
、
各
市
税
の
納
付

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

事
情
が
あ
っ
て
、
納
税
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
や
、
分
割
納
付
な
ど
に

つ
い
て
知
り
た
い
場
合
は
、
窓
口
や

電
話
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

◦
窓
口
で
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど

○
証
明
書
の
発
行

　

本
庁
・
支
所
以
外
で
も
、
中
央
公

民
館
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で
、

次
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

＊�

印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）が
必

要
で
す
。
ま
た
、
代
理
の
方
が
申

請
す
る
と
き
は
、
代
理
人（
窓
口

に
来
る
方
）の
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
印

を
除
く
）と
申
請
者
本
人
の
印
鑑

（
ス
タ
ン
プ
印
を
除
く
）ま
た
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

�

○
昼
休
み
窓
口
業
務

　

正
午
か
ら
午
後
１
時
の
間
も
、
窓

口
業
務
の
一
部
お
よ
び
収
納
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
収
納
業
務
は
本
庁
２
階
収

納
課
お
よ
び
各
支
所
地
域
振
興
課
の

み
の
取
り
扱
い
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ご
質
問
・
ご
意
見
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

証明の種類 手数料

所得証明・課税証明（市県民
税）・納税証明・土地証明・
営業証明

２００円

軽自動車税納税証明（車検
用）・国民健康保険税納付証
明（申告用）

無　料

●
問
合
先

【
市
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
】

▼
本
庁
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

（
内
線
２
２
３
１
）

【
固
定
資
産
税
】

▼
本
庁
税
務
課
土
地
グ
ル
ー
プ

（
内
線
２
２
４
１
）

▼
本
庁
税
務
課
家
屋
グ
ル
ー
プ

（
内
線
２
２
５
１
）

【
軽
自
動
車
税
】

▼
本
庁
税
務
課
税
制
グ
ル
ー
プ

（
内
線
２
２
２
１
）

【
税
の
収
納
関
係
】

▼
本
庁
収
納
課

（
内
線
２
４
２
１
・
２
４
３
１
）

【
支
所
管
内
に
お
け
る
税
】

▼�

各
支
所
地
域
振
興
課
税
務
グ

ル
ー
プ
お
よ
び
地
域
振
興
グ

ル
ー
プ
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行政トピックス

○
ネ
グ
レ
ク
ト

（
育
児
放
棄
・
監
護
放
棄
）

　

食
事
を
与
え
な
い
、
風
呂
に
入
れ

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
家
か

ら
閉
め
出
す
、
車
中
に
長
時
間
放
置

す
る
、
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ

る
虐
待
を
放
置
す
る
な
ど
の
行
為

○
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
な
ど
の
暴
力
、

無
視
、
兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
、
子

ど
も
の
目
の
前
で
Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
）を
行
う

な
ど
の
行
為

  

■
本
市
の
現
状

　

昨
年
度
、
本
市
の
児
童
虐
待
に
関

す
る
相
談
対
応
件
数
は
、
下
記
表
の

通
り
家
庭
児
童
に
関
す
る
相
談
延
べ

４
９
４
件
の
う
ち
２
７
５
件
に
上
り
、

全
体
の
約
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
が
、
虐
待
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

家
庭
と
い
う
密
室
で
起
こ
る
こ
と
か

ら
、
そ
れ
を
把
握
す
る
こ
と
は
非
常

に
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
虐
待
が

疑
わ
れ
る
場
合
や
確
信
が
持
て
な
い

場
合
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

積
極
的
な
通
告
に
よ
っ
て
把
握
で
き

る
こ
と
が
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

■
虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、

      

早
く
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
！

　

迷
わ
ず
左
記
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
連
絡
し
た
方
が
特
定
さ

れ
な
い
よ
う
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

●
連
絡
先
＝

　

▼
相
談
専
用
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

　
　

０
９
９
６（
２
０
）６
３
４
３

　
　

０
９
９
６（
２
３
）５
０
８
８

　

▼
本
庁
子
ど
も
対
策
室
直
通

　
　

０
９
９
６（
２
２
）８
１
１
５

　
　

音
声
案
内
後
２
３
５
０

　

▼
本
庁
子
ど
も
対
策
室（
内
線
２

　
　

３
５
０
）

  

■
相
談
・
連
絡
が
き
た
後
の
対
応

　

子
ど
も
対
策
室
が
薩
摩
川
内
市
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
調
整

機
関
と
な
り
、
各
機
関
と
連
携
・
協

力
し
て
児
童
虐
待
な
ど
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
相
談
や
連
絡
が
き
た
事
案

を
検
討
す
る
た
め
ケ
ー
ス
会
議
を
開

催
し
、
児
童
相
談
所
な
ど
で
の
一
時

保
護
や
児
童
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
入

所
を
含
め
協
議
し
ま
す
。

  

今
す
ぐ
ス
ト
ッ
プ
児
童
虐
待
！

　

虐
待
か
ど
う
か
は
、
子
ど
も
の
立

場
に
立
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

虐
待
は
、
親
自
身
が
変
わ
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

  
■
虐
待
の
行
為

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る

法
律
第
２
条
」に「
保
護
者（
親
権
を

行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の

者
で
、
児
童
を
現
に
監
護
す
る
も
の

を
い
う
）が
そ
の
監
護
す
る
児
童（
18

歳
に
満
た
な
い
者
）に
対
し
、
次
に

掲
げ
る
行
為
を
す
る
こ
と
」と
児
童

虐
待
に
つ
い
て
定
義
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
各
号
に
列
記
さ
れ
て
い
る

虐
待
の
行
為
は
次
の
通
り
で
す
。

�

○
身
体
的
虐
待

　

一
方
的
に
殴
る
・
け
る
な
ど
の
暴

力
を
振
る
う
、
食
事
を
与
え
な
い
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
冬
は
戸
外
に

閉
め
出
す
、
部
屋
に
閉
じ
込
め
る
な

ど
の
行
為

○
性
的
虐
待

　

性
的
行
為
の
強
要
、
性
器
や
性
交

を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の

被
写
体
に
す
る
な
ど
の
行
為

薩摩川内市要保護対策地域協議会の構成
（連携・協力して児童虐待などに対応しています）

子ども対策室（調整機関）
● ●児童相談所

●警察署

●医療機関

●教育委員会
●民生委員●

児童委員
幼稚園●

小学校●

中学校●

保育園●

要保護児童と家庭
（情報交換・支援内容協議など）
要保護児童と家庭
（情報交換・支援内容協議など）

＊掲載は主な団体で、すべてではありません。

100％

50％

％

内容
性格
習慣

登校
拒否

環境
福祉

障害 その他非行 虐待 家族
その他

0.2
（1件）

0.2
（1件）

3.5
（17件）

27.5
（136件）

55.7
（275件）

家庭児童に関する相談種別ごとの
延べ相談件数の割合表

虐待の割合が非常に
高いのが分かります。

3.2
（16件）

7.9
（39件）

1.8
（9件）

ス
ト
ッ
プ
！
児
童
虐
待
!!

ス
ト
ッ
プ
！
児
童
虐
待
!!

ス
ト
ッ
プ
！
児
童
虐
待
!!

ス
ト
ッ
プ
！
児
童
虐
待
!!

何
よ
り
大
切
な
子
ど
も
の

笑
顔
・
成
長
の
た
め
に…

　

毎
年
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　

本
年
度
は「
聞
こ
え
る
よ　

耳
を

す
ま
せ
ば　

心
の
さ
け
び
」を
標
語

に
全
国
一
斉
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
虐
待
に
よ
っ
て
子
ど

も
が
犠
牲
に
な
る
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
新
聞
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

を
通
し
て
毎
日
の
よ
う
に
流
れ
て
い

ま
す
。

　

虐
待
の
一
番
の
悲
劇
は
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
一
番
愛
さ
れ
る
べ
き

保
護
者
か
ら
、
安
全
で
あ
る
べ
き
家

庭
の
中
で
日
常
的
に
繰
り
返
さ
れ
る

行
為
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
虐

待
は
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
の
で
す
。

　

そ
の
背
景
に
は「
育
児
の
孤
立
化
」

が
原
因
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

母
親
は
子
育
て
の
す
べ
て
を
一
人
で

抱
え
込
ま
ず
、
地
域
は
そ
の
家
庭
が

孤
立
し
な
い
よ
う
見
守
り
、
社
会
全

体
で
子
ど
も
虐
待
の
発
見
と
防
止
に

努
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
は
親
か
ら
の
愛
情
を
受
け

て
健
や
か
に
成
長
し
ま
す
。
親
か
ら

一
方
的
な
虐
待
を
望
ん
で
い
る
子
ど

も
が
い
る
で
し
ょ
う
か
。
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寄よ
せ

井い

だ田　
　
　

節せ
つ

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

上か
ん　
　
　

正た
だ　

志し

（
亀
山
地
区
体
育
協
会
）

川か
わ　

畑ば
た　

佐さ

よ

こ
代
子

（
川
内
地
区
体
育
協
会
）

安や
す　

田だ　

文ふ
み　

仁と

（
祁
答
院
地
域
体
育
協
会
）

�� 

社
会
体
育
優
良
団
体

＊（　

）内
は
推
薦
母
体

薩
摩
川
内
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

（
薩
摩
川
内
市
体
育
協
会
）

薩
摩
川
内
市
綱
引
連
盟

（
薩
摩
川
内
市
体
育
協
会
）

薩
摩
川
内
市
ボ
ー
ト
協
会

（
薩
摩
川
内
市
体
育
協
会
）

西
日
本
プ
ラ
ン
ト
工
業

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

  

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

＊（　

）内
は
主
な
成
績

樋
脇
高
等
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

（�

第
38
回
全
国
高
等
学
校

選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会　

第
３
位
）

樋
脇
ホ
ッ
ケ
ー
Ｏ
Ｂ
倶
楽
部

（
第
５
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

ホ
ッ
ケ
ー
大
会　

優
勝
）

平
成
19
年
度

文
化
功
労
者
等
表
彰

��

文
化
功
労
者（
個
人
）

郷
土
芸
能

　

倉
野
奴
や
っ
こ

踊
り
・
倉
野
太
鼓
踊
り

　

保
存
会　
　
　

奥お
く　
　
　

一か
ず　

美み

郷
土
芸
能

　

寄よ
り

田た

棒
踊
保
存
会上か

み　

山や
ま　

則の
り　

光み
つ

郷
土
芸
能

　

宮
内
奴
や
っ
こ
ぶ振
り
踊
り
保
存
会

小こ　

原ば
る　

勝か
つ　

美み

郷
土
芸
能

　

陽よ
う
ぜ
い成
太
鼓
踊
り
保
存
会

檜ひ　

垣が
き　

薩さ
つ　

則の
り

郷
土
芸
能

　

大お
お

馬ま

越ご
え

太
鼓
踊
り
保
存
会

髙た
か　

木き　

正ま
さ　

成し
げ

文
化
振
興

石い
し　

原は
ら　
　
　

巖
い
わ
お

文
化
振
興

鶴つ
る　

岡お
か　

一か
ず　

弘ひ
ろ

文
化
財
保
護

大お
お　

園ぞ
の　

勝か
つ　

彦ひ
こ

文
化
財
保
護

平ひ
ら　

山や
ま　

和か
ず　

正ま
さ

文
化
財
保
護

右み
ぎ　

田た　

幸さ
ち　

雄お

  

文
化
功
労
者（
団
体
）

��

文
化
財
保
護

高
江
町
麓
ふ
も
と

自
治
会

平
成
19
年
度

社
会
体
育
功
労
者
等
表
彰

  

社
会
体
育
功
労
者

＊（　

）内
は
推
薦
母
体

平ひ
ら　

野の　

京
き
ょ
う　

子こ

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）

大だ
い
ろ
く六
野の　

貞さ
だ　

雄お

（
弓
道
連
盟
）

奧お
く　

園ぞ
の　

博ひ
ろ　

利と
し

（
卓
球
連
盟
）

兒こ　

玉だ
ま　
　
　

香
か
お
る

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
）

古ふ
る　

川か
わ　
　
　

誠
ま
こ
と

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

田た　

中な
か　

良
り
ょ
う　

二じ

（
空
手
協
会
）

東ひ
が
し　
　
　

登と
う
は
ち
ろ
う

八
郎（

軟
式
野
球
連
盟
）

野の　

口ぐ
ち　

祐す
け　

成な
り

（
水
泳
協
会
）

笠か
さ　

毛も　

伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）

知ち

や屋
城じ
ょ
う　

秀ひ
で　

一か
ず

（
銃
剣
道
連
盟
）

　

＊
悪
天
候
な
ど
で
中
止
に
な
る
場

　
　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ
＝
川
内
港　

川
内
市
漁
業

　

協
同
組
合
事
務
所
前

●
問
合
先
＝
川
内
・
甑
と
れ
た
て
市��

　

実
行
委
員
会　

田
畑（
川
内
市
漁

　

業
協
同
組
合
内
）

　

０
９
９
６（
２
６
）２
０
１
１

倉
野
磨
崖
仏
コ
ン
サ
ー
ト
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
巡
り

　

世
界
に
一
つ
し
か
な
い
と
い
わ
れ

て
い
る
梵
字（
オ
ー
ン
ク
）の
前
で
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

農
産
物
の
販
売
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き
＝
11
月
18
日（
日
）

　

９
時
〜
15
時

●
と
こ
ろ
＝
樋
脇
町
倉
野
地
区

　

＊
雨
天
の
場
合
コ
ン
サ
ー
ト
は
倉

　
　

野
小
学
校
で
行
い
ま
す
。

　

＊
文
化
財
め
ぐ
り
は
小
雨
決
行

●
参
加
料
＝
無
料

●
問
合
先
＝
倉
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
協
議
会

　

０
９
９
６（
３
７
）３
２
３
３

出
水
養
護
学
校
学
習
発
表
会

●
と
き
＝
12
月
２
日（
日
）

　

９
時
25
分
〜
12
時
10
分

●
と
こ
ろ
＝
出
水
養
護
学
校
体
育
館

　

＊
駐
車
場
は
校
内
に
準
備
し
ま
す
。

●
内
容
＝
劇
、
ダ
ン
ス
、
音
楽
発
表

　

な
ど

●
問
合
先
＝
出
水
養
護
学
校　

本
ほ
ん
じ
ょ
う庄

　

０
９
９
６（
６
３
）３
４
０
０

名
作
シ
ネ
マ
上
映
会

＊
開
場
は
13
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ
＝
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　

多
目
的
映
像
ホ
ー
ル

●
定
員
＝
各
１
０
２
人（
先
着
順
）�

　

＊
定
員
を
超
え
た
場
合
は
入
場
で

　
　

ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
入
場
料
＝
無
料（
多
目
的
映
像
ホ

　

ー
ル
の
み
）

●
問
合
先
＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

　

く
り
公
社
学
芸
施
設
課（
川
内
ま

　

ご
こ
ろ
文
学
館
内
）

　

０
９
９
６（
２
５
）５
５
８
０

川
内
・
甑
と
れ
た
て
市

　

川
内
お
よ
び
甑
近
海
の
魚
介
類
な

ど
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き
＝
11
月
24
日（
土
）

　

14
時
〜
16
時

  

催　

し

と　き 上　映　作　品

11/17(土)
14:00〜15:40

「嵐の勇者たち」
（昭和 44 年・日活）
監督：舛田利雄
出演：�石原裕次郎・吉永小百合

ほか

11/18(日)
14:00〜15:35

「上を向いて歩こう」
（昭和 37 年・日活）
監督：舛田利雄
出演：�坂本九・浜田光夫・吉永

小百合ほか

● Kouhou  Satsumasendai 2007.11.10 Kouhou  Satsumasendai 2007.11.10●05



お知らせコーナー

地域名 名　称 と　き ところ 問合先

樋　脇 新成人の集い H20/ １/ ２（水）
17:30 〜 20:00 ホテルグリーンヒル 樋脇教育課

0996（37）3111

入　来 成人の集い H20/ １/ ３（木）
14:00 〜 16:00 入来中学校体育館 成人の集い実行委員会　元島

0996（44）2169

東　郷 成人を祝う会 H20/ １/ ３（木）
11:00 〜 12:00 東郷公民館 斧渕地区コミュニティ協議会事務局

0996（42）0864

祁答院 新成人のつどい H20/ １/ ２（水）
11:00 〜 14:00 いこいの村いむた池 祁答院教育課

0996（55）1111

里 新成人を祝う集い H20/ １/ ３（木）
10:00 〜 12:00 里公民館 里教育課

09969（3）2311

上　甑 新成人を祝う集い H20/ １/ ３（木）
10:00 〜 11:00 上甑老人福祉センター 上甑地区コミュニティ協議会事務局

09969（2）1800

下　甑 新成人を祝う集い H20/ １/ ３（木）
13:00 〜 14:00 下甑公民館 下甑教育課

09969（7）0311

鹿　島 はたちを祝う集い H20/ １/ ３（木）
10:30 〜 13:00 鹿島公民館 鹿島地区コミュニティ協議会事務局

09969（4）2215

【成人を祝う集い】　

【薩摩川内市成人式】
●とき＝平成 20年１月 13日（日）
　開場 10 時 30 分から　　開式 11 時から
●ところ＝川内文化ホール（市役所本庁隣り）
●対象＝昭和 62 年４月２日〜昭和 63 年４月１日
　　　　生まれの方およびその保護者
　　　　＊本市に居住の有無は問いません。
●問合先＝本庁社会教育課社会教育グループ
　　　　　（内線 5431）

　「大人になったことを自覚し、責任ある大人の行動
がとれる青年たちを祝い励ます」ことを目的に開催し
ます。帰省した友人など、誘い合って参加してくだ
さい。
　また、別表のとおり各地域で開催される「成人を祝
う集い」の日程などもお知らせします。今後、変更に
なる場合もありますので、詳しくは各問合先にお問
い合わせください。

平成20年  薩摩川内市成人式

【成人式における注意事項】
　毎年各地の成人式では、新成人のマナーの悪さが指摘されています。式典には責任ある大人になったこと
を自覚し、厳粛な態度でご出席ください。なお、会場内は禁煙とし、飲酒での入場は固くお断りします。

● Kouhou  Satsumasendai 2007.11.10 Kouhou  Satsumasendai 2007.11.10●06

広 告



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務

　

嘱
託
員（
保
健
師
・
介
護
支
援

       

専
門
員
・
社
会
福
祉
士
）

●
募
集
人
員
＝
若
干
名

●
勤
務
場
所
＝
本
庁
２
階
高
齢
・
障

　

害
福
祉
課

●
応
募
資
格
＝
市
内
に
居
住
す
る
満

　

61
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、
普
通

　

自
動
車
免
許
を
有
し
、
保
健
師
、

　

介
護
支
援
専
門
員
ま
た
は
社
会
福

　

祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

　

る
方

　

＊
年
齢
は
、
平
成
19
年
12
月
１
日

　
　

現
在

●
勤
務
内
容
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

　

ト
業
務
に
関
す
る
こ
と

●
勤
務
条
件
＝
市
の
基
準
に
よ
る

●
提
出
書
類
＝
保
健
師
免
許
証
・
介

　

護
支
援
専
門
員
登
録
証
明
書
・
社

　

会
福
祉
士
資
格
証
の
い
ず
れ
か
の

　

写
し
、
履
歴
書（
市
販
品
可
・
自

　

筆
・
顔
写
真
貼
付
）

●
試
験
内
容
＝
作
文
と
面
接

●
応
募
締
切
＝
11
月
22
日（
木
）

●
応
募
・
問
合
先
＝
本
庁
高
齢
・
障

　

害
福
祉
課
包
括
支
援
Ｇ（
内
線
２

　

１
９
１
）

●
入
場
料
＝
無
料

●
問
合
先
＝
中
央
公
民
館

　

０
９
９
６（
２
２
）７
２
５
１

読
書
活
動
推
進
大
会

　
「
読
書
で
創
ろ
う
豊
か
な
感
性
と

思
い
や
り
の
心
を
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
開
催
し
ま
す
。

●
と
き
＝
11
月
23
日（
金
）

　

13
時
〜
16
時
30
分

●
と
こ
ろ
＝
東
郷
公
民
館

●
内
容
＝

　

▼
読
書
感
想
文
入
賞
者
表
彰

　

▼
親
子
読
書
会
に
よ
る
実
演
発
表

　

▼
本
の
リ
サ
イ
ク
ル（
無
料
配
布
）

　

▼
講
演

　
　
【
演
題
】�「
絵
本
大
好
き
！
み
る
・

あ
そ
ぶ
・
つ
く
る
」

　
　
【
講
師
】�児
童
文
学
者　

斉
藤　

き
み
子（
里
町
在
住
）

●
対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
問
合
先
＝
中
央
図
書
館

　

０
９
９
６（
２
２
）３
５
４
２

薩
摩
中
央
高
校
農
産
物
即
売
会

●
と
き
＝
11
月
16
日（
金
）

　

10
時
〜
14
時

●
と
こ
ろ
＝
薩
摩
中
央
高
校
３
棟
周

　

辺
お
よ
び
農
場

●
内
容
＝
生
徒
が
実
習
を
通
し
て
作

　

っ
た
タ
マ
ネ
ギ
の
苗
・
レ
タ
ス
・

　

キ
ャ
ベ
ツ
・
観
葉
植
物
・
シ
ク
ラ

　

メ
ン
・
豚
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
・
ハ

　

ム
な
ど
の
販
売

●
問
合
先
＝
薩
摩
中
央
高
校
農
場
部

　

０
９
９
６（
５
３
）１
２
０
７

  

募　

集

　

ン
ド
ロ
メ
ダ
座
、
ペ
ガ
ス
ス
座
、

　

す
ば
る（
プ
レ
ヤ
デ
ス
星
団
）な
ど
、

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
星
座
や
星

　

団
を
天
体
望
遠
鏡
・
双
眼
鏡
で
観

　

察
し
ま
す
。

●
対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　

す（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

●
参
加
料
＝
無
料

●
問
合
先
＝
少
年
自
然
の
家

　

０
９
９
６（
２
９
）２
１
１
４

薩
摩
川
内
市
中
央
公
民
館
ま
つ
り

　
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
良
く

ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を
目
標
に
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
学
び
ま
し
ょ
う
」を

モ
ッ
ト
ー
に
中
央
公
民
館
で
学
ぶ
学

級
生
の
作
品
展
示
・
舞
台
発
表
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

●
と
き
＝
11
月
25
日（
日
）

　

９
時
〜
17
時

●
と
こ
ろ
＝
中
央
公
民
館（
大
小
路

　

町
）

●
内
容
＝

　

▼
舞
台
発
表
＝
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

　
　

ョ
ー
・
コ
ー
ラ
ス
・
マ
ジ
ッ
ク

　
　

な
ど

　

▼
作
品
展
示
＝
ち
ぎ
り
絵
・
水
墨

　
　

画
な
ど

　

▼
特
別
展
示
＝
健
や
か
青
春
展

　

▼
販
売
＝
陶
芸
・
香
り
の
雑
貨
・

　
　

七
宝
焼
ア
ク
セ
サ
リ
ー

　

＊
そ
の
ほ
か
、
お
茶
席
、
囲
碁
・

　
　

七
宝
焼
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り

　
　

ま
す
。

産
業
祭
＆
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ（
川
内
会
場
）

●
と
き
＝
11
月
18
日（
日
）

　

８
時
30
分
〜
14
時

●�
と
こ
ろ
＝
向
田
公
園（
市
役
所
本

庁
隣
）

●
内
容
＝
郷
土
芸
能
・
ス
テ
ー
ジ
イ

　

ベ
ン
ト
・
特
産
品
販
売
・
抽
選
会

　

な
ど

●
問
合
先
＝
本
庁
農
政
課
農
業
振
興

　

Ｇ（
内
線
４
４
５
０
）

産
業
祭（
祁
答
院
会
場
）

●
と
き
＝
11
月
25
日（
日
）

　

９
時
10
分
〜
14
時
30
分

●
と
こ
ろ
＝
藺
牟
田
池
県
立
自
然
公

　

園
周
辺（
祁
答
院
町
）

●
内
容
＝
郷
土
芸
能
・
各
種
バ
ザ
ー

　

・
イ
ベ
ン
ト
・
抽
選
会
な
ど

●
問
合
先
＝
祁
答
院
支
所
産
業
建
設

　

課（
内
線
４
２
１
）

星
座
ロ
マ
ン
体
験

　
　
　
　
　
　
「
出
張
星
空
観
望
会
」

　

澄
ん
だ
秋
空
の
星
座
・
星
団
を
見

上
げ
て
、
夢
と
ロ
マ
ン
の
星
空
散
歩

を
し
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
＝
11
月
16
日（
金
）

　

18
時
〜
20
時

　

＊
受
付
は
17
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ
＝
入
来
小
学
校　

校
庭

　
（
入
来
町
）

　

＊
駐
車
場
は
学
校
お
よ
び
入
来
支

　
　

所
に
準
備
し
ま
す
。

●
講
師
＝
せ
ん
だ
い
宇
宙
館　

館
長

　

橋は
し
ぐ
ち口

隆た
か
し隆

●
内
容
＝
月
、
カ
シ
オ
ペ
ヤ
座
、
ア
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　９月29日(土)、さわやかな秋空の下、鹿島地域で
運動会が開催され、各自治会や団体がそれぞれに
力を合わせて競技に参加しました。また、各自治
会による応援団も衣装から気合いが入り、競技に
参加する選手に力いっぱい声援を送っていました。

大
切
に
し
た
い

地
域
運
動
会

　９月25日(火)、東郷地域の安全運転管理事業者約
70人が国道 267 号を走行中の運転手に早めの点灯
を呼び掛けました。これからの季節、夕暮れ時は
歩行者や自転車運転者が見えにくくなります。皆
さん早めの点灯と安全な運転を心掛けましょう。

早
め
の
点
灯
を

心
掛
け
よ
う

 

第３回市民運動会  ～秋風の中にみんなの声援が響きました～10月７日(日)　総合運動公園陸上競技場

川内南中学校の気合い十分の演舞 リズムに合わせてイチ・ニイ・サン 力走！小学生１００M走

元気良く、選手宣誓

さあ、今だ引けー！ 華麗に軽やかに よ〜く、狙って…

さくらじまんも応援！ 熱気最高潮！地域対抗リレー 里から皆さんを応援にきました
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　10月12日(金)、薩摩国分寺跡史跡公園で、薩摩国
分寺秋の夕べが開催されました。キャンドルアート
5,000 個が会場を幻想的な世界に導き、市内の郷土
芸能や和・洋の楽器演奏、舞踊などが披露され約
3,000人の観客を魅了しました。

薩
摩
国
分
寺
を
彩
る

光
と
音
の
共
演

　10月９日(火)～12日(金)にかけて、川内北中学校
の生徒５人が職場体験で市役所コミュニティ課の
文書発送業務などを体験しました。また、峰山地
区では柳山アグリランドでサツマイモの収穫を体
験。この経験を今後に生かしてほしいですね。

こ
の
経
験
を

生
か
し
て
ほ
し
い

　10月13日(土)、下甑町手打地区の新
に っ た

田神社で相撲
大会が行われ、幼稚園児から一般までの約 50人が
出場し、熱い戦いを繰り広げました。また、飛び
入りで親子対決も行われ真剣勝負を展開。お年寄
りや保護者など観客も大喜びでした。

熱
戦
続
き
の

取
り
組
み
に
拍
手

　10月12日(金)、祁答院町大村地区の南
みなみかた

方神社で、
五穀豊穣を祈願する馬

ま

頃
ころ

尾
べ

太鼓踊りが奉納されま
した。太鼓やかねを鳴らしながら踊る姿を小学生
や地域の方たちが熱心に見学していました。
　今後も地域の伝統を大切にしてほしいですね。

伝
統
を
引
き
継
ぐ

太
鼓
踊
り

　10月21日(日)、いりきファミリーハイキングが開
催されました。入来グラウンドから樋脇町の丸山
公園までの 4㎞を市内外から参加した親子連れな
ど約 500人が参加し、各自のペースで歩き秋の景色
を楽しみながら気持ちのいい汗をかいていました。

秋
風
に

気
持
ち
い
い
汗

　10月20日(土)、サンアリーナせんだいで健康まつ
り・環境フェアなどが開催され、親子連れなど多
くの来場者でにぎわいました。学校給食展ではパ
ンの試食や大豆をはしでつかんで皿から皿へ移す
コーナーなどで児童らが楽しんでいました。

気
付
く
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
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お知らせコーナー

　

＊
雇
用
期
間
は
１
年
以
内（
再
雇

　
　

用
あ
り
）

●
提
出
書
類
＝
履
歴
書（
市
販
品
可
・

　

自
筆
・
顔
写
真
貼
付
）

●
応
募
締
切
＝
11
月
19
日（
月
）必
着

●
試
験
日
＝
11
月
26
日（
月
）

●
試
験
内
容
＝
作
文
お
よ
び
面
接

●
応
募
方
法
＝
直
接
ま
た
は
郵
送

●�

応
募
・
問
合
先
＝
〒
８
９
５
ー
０

０
５
２　

神
田
町
２
ー
28　

薩
摩

川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り
公
社
総
務

課（
川
薩
地
域
土
地
改
良
会
館
２

階
）

　

０
９
９
６（
２
２
）８
５
０
０

「
裁
判
員
制
度
」ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

●�

と
き
＝
12
月
２
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●�

と
こ
ろ
＝
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ

い（
研
修
室
・
会
議
室
）

●�

内
容
＝
裁
判
官
に
よ
る
制
度
説
明
、

ビ
デ
オ
上
映
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
な

ど
●�

対
象
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　

す
。

●�

定
員
＝
１
０
０
人
程
度

●�

参
加
料
＝
無
料

●�

申
込
締
切
＝
11
月
30
日（
金
）17
時

ま
で

●�

申
込
方
法
＝
電
話

●�

申
込
・
問
合
先
＝
鹿
児
島
地
方
裁

判
所
川
内
支
部　

庶
務
課

　

０
９
９
６（
２
２
）２
１
５
４

中
央
公
民
館
嘱
託
員（
少
年
愛
護
員
）

●
募
集
人
員
＝
１
人

●
勤
務
場
所
＝
中
央
公
民
館

●
応
募
資
格
＝
市
内
に
居
住
す
る
満

　

65
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、
普
通

　

自
動
車
免
許
を
有
し
、
青
少
年
教

　

育
に
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
青

　

少
年
補
導
な
ど
に
か
か
わ
れ
る
方

　

＊
年
齢
は
、
平
成
19
年
11
月
１
日

　
　

現
在

●
勤
務
条
件
＝
市
の
基
準
に
よ
る

　

＊�

雇
用
期
間
は
平
成
20
年
１
月
１

日
か
ら
３
月
31
日
ま
で（
勤
務

態
度
に
よ
り
期
間
の
延
長
あ

り
）

●
提
出
書
類
＝
履
歴
書（
市
販
品
可
・

　

自
筆
・
顔
写
真
貼
付
）

●
応
募
締
切
＝
11
月
30
日（
金
）

●
試
験
日
＝
12
月
９
日（
日
）

●
応
募
・
問
合
先
＝
本
庁
社
会
教
育

　

課
社
会
教
育
Ｇ（
内
線
５
４
３
２
）

薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り
公
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

職
員

●
募
集
人
員
＝
１
人

●
勤
務
場
所
＝
セ
ン
ト
ピ
ア

●
応
募
資
格
＝
市
内
に
居
住
す
る
満

　

62
歳
未
満
の
健
康
な
方
で
、
普
通

　

自
動
車
免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン

　

操
作
お
よ
び
昼
夜
交
代
勤
務
が
で

　

き
る
方

　

＊
年
齢
は
、
平
成
19
年
４
月
１
日

　
　

現
在

●
勤
務
内
容
＝
受
付
管
理
な
ど

●
勤
務
条
件
＝
公
社
の
基
準
に
よ
る

歴
史
資
料
館
講
座

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
印
鑑
を
作
ろ
う
」

　

年
賀
状
な
ど
に
使
用
す
る
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
印
鑑
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
と
き
＝
12
月
２
日（
日
）

　

９
時
30
分
〜
12
時

●
と
こ
ろ
＝
川
内
歴
史
資
料
館　

研

　

修
室

●
対
象
＝
中
学
生
以
上

●
定
員
＝
20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

●
参
加
料
＝
２
５
０
円（
材
料
代
）

●
準
備
す
る
も
の
＝
筆
記
用
具
・
彫

　

刻
刀
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
＝
11
月
13
日（
火
）〜
12

　

月
１
日（
土
）

●
申
込
方
法
＝
直
接
、
電
話
お
よ
び

　

フ
ァ
ク
ス

●
申
込
・
問
合
先
＝
薩
摩
川
内
市
民

　

ま
ち
づ
く
り
公
社
学
芸
施
設
課

　
（
川
内
歴
史
資
料
館
内
）

　

０
９
９
６（
２
０
）２
３
４
４

　

０
９
９
６（
２
０
）２
８
４
８

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
前
講
座

【
介
護
体
験
講
座
in
樋
脇
】

●
と
き
＝
11
月
17
日（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

パ
ソ
コ
ン
講
座
生

●
申
込
期
間
＝
11
月
16
日（
金
）〜
12

　

月
21
日（
金
）

　

＊
申
込
時
間
は
９
時
〜
17
時

　

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
申
込
・
問
合
先
＝
川
薩
人
材
育
成

　

セ
ン
タ
ー

　

０
９
９
６（
２
２
）３
８
７
３

●
内
容
＝

　

▼
講
話
＝
介
護
保
険
制
度
に
つ
い

　
　

て
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

▼
ビ
デ
オ
・
体
験
＝
高
齢
者
の
方

　
　

を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

　

▼
体
験
＝
福
祉
用
具
に
つ
い
て
ご

　
　

存
知
で
す
か
。

●
定
員
＝
30
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

【
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
in
樋
脇
】

●
と
き
＝
12
月
１
日（
土
）

　

14
時
〜
16
時

●
内
容
＝

　

▼
乳
が
ん
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ

　
　

ョ
ッ
プ

　

▼
男
女
共
同
参
画
と
健
康
に
つ
い

　
　

て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
定
員
＝
20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

●
と
こ
ろ
＝
各
樋
脇
高
校（
樋
脇
町
）

●
対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
一
般
の

　

方
●
受
講
料
＝
無
料

●
申
込
方
法
＝
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

●
申
込
・
問
合
先
＝
樋
脇
教
育
課

　
（
内
線
２
７
０
）

世
界
の
家
庭
料
理
教
室

　
　
　
「
冬
の
フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
」

　

家
庭
で
よ
く
作
ら
れ
る
料
理
を
身

近
な
食
材
を
使
っ
て
作
り
ま
す
。
フ

ラ
ン
ス
の
食
文
化
や
ク
リ
ス
マ
ス
の

様
子
、
そ
の
ほ
か
フ
ラ
ン
ス
の
こ
と

に
つ
い
て
の
話
も
あ
り
ま
す
。

●
と
き
＝
12
月
２
日（
日
）

受講料

各60,000円

60,000円

時間

18:30
〜

21:00

９:00

〜

15:00

受講期間

Ｈ20/１/８〜３/28まで
の毎週火・金曜日（全24
回）

Ｈ20/１/８〜３/28まで
の毎週火・金曜日（全24
回）

定員

各15人

15人

講　座　名
パ ソ コ ン の 基 本 操 作
および表計算基本講座

【夜間】
パ ソ コ ン の 基 本 操 作
および文書作成基本講座

【初級・夜間】
パ ソ コ ン の 基 本 操 作
および文書作成基本講座

【初級・昼間】
＊定員になり次第、締切

山
田

山
田
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10
時
〜
14
時

●
と
こ
ろ
＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

●
講
師
＝
ラ
ウ
フ
ェ
ン
ブ
ル
ガ（
＝

　

橋は
し

渡ど

よ
し
江
）

●
定
員
＝
20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

●
参
加
料
＝
７
０
０
円（
材
料
代
）

　

＊
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
＝
11
月
28
日（
水
）

●
申
込
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
連
絡

　

先
を
直
接
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

　

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く

　

だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
＝
薩
摩
川
内
市
国

　

際
交
流
協
会

　

０
９
９
６（
２
２
）７
７
４
０

　

０
９
９
６（
２
２
）７
７
３
０

　

kssb@
ninus.ocn.ne.jp

更
年
期
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

　

〜
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

　
　
　
　
　
　
　
　

美
し
く
〜

　

体
が
火
照
る
、
憂
う
つ
な
気
持
ち

に
な
る
な
ど「
な
ん
と
な
く
調
子
が

悪
い
」な
ど
と
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

　

誰
も
が
迎
え
る
更
年
期
を
も
っ
と

美
し
く
、
健
や
か
に
生
き
生
き
と
過

ご
す
た
め
の
方
法
を
一
緒
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

喜
び
を
感
じ
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

お
よ
び
飾
り
門
松
な
ど
、
新
年
を
迎

え
る
素
敵
な
手
作
り
の
品
に
挑
戦
し

て
み
ま
せ
か
。

●
と
き
＝
12
月
９
日（
日
）

　

９
時
〜
14
時

●
と
こ
ろ
＝
少
年
自
然
の
家

●
内
容
＝
飾
り
門
松
・
し
め
縄
・
紙

　

す
き
に
よ
る
年
賀
は
が
き
・
生
葉

　

を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ

　

く
り

●
数
量
＝

　

▼�

飾
り
門
松
＝
60
個（
１
家
族
２

個
ま
で
）

　

▼�

し
め
縄
＝
20
本（
１
家
族
１
本

ま
で
）

　

▼�

紙
す
き
に
よ
る
年
賀
は
が
き
＝

50
家
族

　

▼
生
葉
を
使
っ
た
リ
ー
ス
＝
30
個

　
　
（
１
家
族
２
個
ま
で
）

　

＊
各
コ
ー
ス
、
定
数
に
な
り
次
第
、

　
　

締
切

●
対
象
＝
家
族
・
グ
ル
ー
プ
・
一
般

●
参
加
料
＝

　

▼
飾
り
門
松
＝
１
個
４
０
０
円

　

▼
し
め
縄
＝
１
本
４
０
０
円

　

▼
紙
す
き
に
よ
る
年
賀
は
が
き
＝

　
　

１
枚
30
円

　

▼
生
葉
を
使
っ
た
リ
ー
ス
＝
１
個

　
　

１
０
０
０
円

●
申
込
開
始
＝
11
月
10
日（
土
）か
ら

●
申
込
方
法
＝
電
話

●
申
込
・
問
合
先
＝
少
年
自
然
の
家

　

０
９
９
６（
２
９
）２
１
１
４

●
と
き
＝
12
月
３
日（
月
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

　

＊
開
場
は
13
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ
＝
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ

　

ラ
ザ
３
階　

大
会
議
室

●
講
師
＝
更
年
期
と
加
齢
の
ヘ
ル
ス

　

ケ
ア
研
究
会　

岩い
わ
し
た
ひ
ろ

下
弘
美み

●
内
容
＝
更
年
期
の
症
状
や
対
処
法

　

に
つ
い
て

●
定
員
＝
１
０
０
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

●
参
加
料
＝
無
料

●
申
込
締
切
＝
11
月
28
日（
水
）

●
申
込
方
法
＝
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

　

電
子
メ
ー
ル

●
申
込
・
問
合
先
＝
本
庁
市
民
健
康

　

課
健
康
指
導
Ｇ（
す
こ
や
か
ふ
れ

　

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

　

０
９
９
６（
２
２
）８
８
１
１

　

０
９
９
６（
２
２
）８
０
３
８

　

kenko@
city.satsum

asendai.

　
　

lg.jp

「
新
年
を
迎
え
る
手
作
り
の
つ
ど
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者

　

自
然
の
環
境
の
中
で
、
創
作
す
る

冬
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

  「
薩
摩
川
内
ぼ
っ
け
も
ん
の
挑
戦
」

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者

　

冬
休
み
に
、
紫
尾
山
登
山
な
ど
に

挑
戦
す
る
薩
摩
川
内
ぼ
っ
け
も
ん
の

挑
戦
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●�

と
き
＝
12
月
22
日（
土
）〜
24
日

（
月
）　

２
泊
３
日

●
と
こ
ろ
＝
出
水
市
青
年
の
家
、
さ

　

つ
ま
町
神
の
湯
キ
ャ
ン
プ
場
お
よ

　

び
紫
尾
山
麓

●
内
容
＝
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
や
肥

　

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
使
っ
た
旅
で
、

　

野
外
炊
飯
、
紫
尾
山
登
山
、
自
然

　

観
察
、
温
泉
入
浴
、
キ
ャ
ン
プ
フ

　

ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い
ま
す
。

●
定
員
＝
40
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
）

●
対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
小
学
５

　

年
生
〜
高
校
生

●
参
加
料
＝

　

▼
小
学
生
＝
６
２
４
０
円

　

▼
中
・
高
校
生
＝
７
０
４
０
円

　

＊
保
険
料
、
食
事
代
、
オ
リ
ジ
ナ

　
　

ル
ジ
ャ
ン
パ
ー
代
な
ど
を
含
む

●
申
込
期
間
＝
11
月
20
日（
火
）〜
30

　

日（
金
）

●
申
込
方
法
＝
電
話

●
申
込
・
問
合
先
＝
少
年
自
然
の
家

　

０
９
９
６（
２
９
）２
１
１
４
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お知らせコーナー

　

通
常
は
茶
色
が
多
い
。

■�

影
響
＝
食
欲
旺
盛
で
雑
食
で
あ
り
、

特
に
サ
ツ
マ
イ
モ
や
野
菜
を
好
み
、

野
菜
の
苗
を
一
晩
で
全
滅
さ
せ
る

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、「
ア
フ
リ

カ
マ
イ
マ
イ
」に
は
脳
障
害
な
ど

を
引
き
起
こ
す
寄
生
虫「
広か

ん
と
ん
じ
ゅ
う

東
住

血け
つ
せ
ん
ち
ゅ
う

線
虫
」が
い
る
恐
れ
が
あ
る
。

■
対
応
＝
発
見
し
た
ら
次
の
こ
と
を

　

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

①
絶
対
に
素
手
で
触
ら
な
い
で
く

　
　

だ
さ
い
。
も
し
、
素
手
で
触
れ

　
　

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
せ
っ
け
ん

　
　

で
手
洗
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

②
這
っ
た
跡
に
も
触
れ
な
い
で
く

　
　

だ
さ
い
。

　

＊
見
掛
け
た
ら
速
や
か
に
、
問
い

　
　

合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

　
　

い
。

●�

問
合
先
＝
本
庁
農
政
課（
内
線
４

２
２
１
）お
よ
び
各
支
所
産
業
建

設
課

多
重
債
務
は
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

平
成
18
年
度
の
市
の
相
談
窓
口
に

き
た
相
談
の
う
ち
、
全
体
の
約
２
割

が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
に
よ
る

多
重
債
務
に
関
す
る
相
談
で
す
。

【
相
談
に
よ
り
解
決
し
た
事
例
】

　

多
重
債
務
に
陥
っ
て
い
た
Ａ
さ
ん

は
、
市
の
相
談
窓
口
へ
相
談
。

　

相
談
の
結
果
、
特
定
調
停
で
処
理

を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
裁
判
所
で

手
続
き
を
始
め
ま
し
た
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
た
利
率
で
計
算

し
直
し
た
結
果
、
利
息
を
支
払
い
過

ぎ
て
い
た
も
の
も
あ
り
、
債
務
残
額

を
36
カ
月
で
返
済
す
る
計
画
が
で
き

ま
し
た
。

　

生
活
再
建
の
め
ど
が
立
ち
、
将
来

が
明
る
く
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
に
多
額
の
債
務
を
抱
え
て

い
て
も
、
解
決
す
る
方
法
は
必
ず
あ

り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
早
め
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

●�

問
合
先
＝
本
庁
市
民
政
策
課
総
合

相
談
Ｇ（
内
線
２
５
７
１
・
２
５

７
２
）

下
水
道
事
業
認
可
区
域
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　

平
佐
地
区
の
一
部
が
公
共
下
水
道

の
事
業
認
可
区
域
に
な
り
、
下
水
道

課
で
は
関
係
図
書
の
縦
覧
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区

域
で
は
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
の
補
助
金
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
た
は
環

境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
注
射
料
＝

　

１
頭
あ
た
り
３
０
０
０
円

　
（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
５
５
０

　

円
を
含
む
）

●
問
合
先
＝

【
注
射
・
登
録
・
死
亡
・

住
所
変
更
・
転
入
な
ど
各
種
届
け

出
・
鑑
札
・
注
射
済
票
の
再
交
付
】

　

▼�

本
庁
環
境
課
環
境
衛
生
Ｇ（
内

線
２
７
４
１
）

　

▼
東
郷
支
所
市
民
福
祉
課

　
　
（
内
線
３
２
３
）

【
行
方
不
明
・
捕
獲
・

　

引
き
取
り
・
相
談
な
ど
】

　

▼
川
薩
保
健
所

　
　

０
９
９
６（
２
３
）３
１
６
５

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
を

　
　
　

見
掛
け
た
ら
注
意
と
連
絡
を

　

農
作
物
を
食
い
荒
し
伝
染
病
を
媒

介
す
る
恐
れ
の
あ
る
カ
タ
ツ
ム
リ

「
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
」が
最
近
出
水

市
と
指
宿
市
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

■�

特
徴
＝
産
地
は
東
ア
フ
リ
カ
で
、

殻
の
高
さ
が
約
20
㎝
に
も
達
す
る

　

世
界
最
大
級
の
カ
タ
ツ
ム
リ
で
、

　

殻
の
色
は
食
性
に
よ
り
変
色
し
、

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
の

　
　
　
　
　

予
防
注
射（
脱
漏
犬
分
）

　

東
郷
地
域
で
、
犬
の
登
録（
一
生

に
一
回
）と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

実
施
し
ま
す
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、室
内
犬
・

室
外
犬
を
問
わ
ず
、
登
録
お
よ
び
予

防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
１
年
に

　

１
回
忘
れ
ず
に
受
け
さ
せ
ま
し
ょ

　

う
。

＊
注
射
す
る
場
所
で
排
せ
つ
し
た
と

　

き
の
た
め
に
、
紙
や
処
理
袋
な
ど

　

を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
と
き
＝
12
月
４
日（
火
）

●
登
録
料
＝

　

１
頭
あ
た
り
３
０
０
０
円

  

そ
の
他

●
問
合
先
＝

　

▼�

下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ
と
＝

水
道
局
下
水
道
課（
東
郷
支
所

内
）

　
　

０
９
９
６（
４
２
）２
３
３
０

　

▼
合
併
浄
化
槽
補
助
金
に
関
す
る

　
　

こ
と
＝
本
庁
環
境
課
環
境
衛
生

　
　

Ｇ（
内
線
２
７
４
２
）

産
業
財
産
権（
無
料
発
明
）相
談
会

　

特
許
庁
で
は
、
産
業
財
産
権
に
関

す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

と
き
＝
11
月
27
日（
火
）・
平
成
20

年
１
月
29
日（
火
）・
３
月
25
日

（
火
）

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
と
こ
ろ
＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容
＝
特
許
権
・
実
用
新
案
権
・

　

意
匠
権
・
商
標
権

●
参
加
料
＝
無
料

●
申
込
方
法
＝
予
約
制
の
た
め
電
話

　

で
申
し
込
み

●
申
込
・
問
合
先
＝
発
明
協
会
鹿
児

　

島
県
支
部（
県
庁
産
業
立
地
課
内
）

　

０
９
９（
２
８
６
）２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
７
３
）

川
内
歴
史
資
料
館
の
臨
時
休
館

　

特
別
展
撤
収
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

�

●
と
き
＝
11
月
20
日（
火
）

●�

問
合
先
＝
薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ

く
り
公
社
学
芸
施
設
課（
川
内
歴

史
資
料
館
内
）

　

０
９
９
６（
２
０
）２
３
４
４

川内川

県道川内加治木線 樋脇町→

南九州自
動車学校

天
大
橋

九
州
新
幹
線

川
内
駅

鹿
児
島
中
央
駅
↓

い
ち
き
串
木
野
市
↓

国
道
３
号

大
平
橋

↑
阿
久
根
市

平佐川

変更事業認可区域

時間 実施場所（東郷地域）

10:00 〜 10:20 藤川地区コミュニティセンター

10:30 〜 10:50 鳥丸地区コミュニティセンター

11:00 〜 11:20 東郷支所車庫前（旧慰霊塔横）

13:20 〜 13:40 南瀬地区コミュニティセンター

13:50 〜 14:10 山田地区コミュニティセンター�
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司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

　

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�
と
き
＝
毎
月
第
４
金
曜
日（
た
だ

し
、
11
月
・
12
月
は
第
４
木
曜
日
）

13
時
〜
16
時

●
と
こ
ろ
＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル

●
相
談
員
＝
県
司
法
書
士
会
所
属
司

　

法
書
士

●
内
容
＝
主
に
多
重
債
務
に
関
す
る

　

相
談
、
そ
の
ほ
か
、
金
銭
貸
借
等

　

契
約
全
般
に
関
す
る
相
談

　

＊
予
約
し
た
方
を
優
先
し
ま
す
の

　
　

で
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

＊
相
談
日
に
は
、
必
ず
当
事
者
本

　
　

人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
相
談
料
＝
無
料

●
申
込
・
問
合
先
＝
本
庁
市
民
政
策

　

課
総
合
相
談
Ｇ（
内
線
２
５
７
２
）

門
松
カ
ー
ド
の
販
売

　

門
松
カ
ー
ド
を
個
人
で
購
入
さ
れ

る
方
に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。　

　

本
庁
４
階
林
務
水
産
課
・
各
支
所

産
業
建
設
課
で
現
金
引
き
換
え
販
売

を
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
取
扱
期
間
＝
12
月
12
日（
水
）〜
28

　

日（
金
）ま
で

●
価
格
＝
１
組（
２
枚
）20
円

●�

申
込
・
問
合
先
＝
薩
摩
川
内
市
み

ど
り
推
進
協
議
会
事
務
局（
本
庁

林
務
水
産
課
内　

内
線
４
２
５

１
）お
よ
び
各
支
所
産
業
建
設
課

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談

●
と
き
＝

　

▼
11
月
17
日（
土
）　

10
時
〜
15
時

　

▼
12
月
１
日（
土
）　

10
時
〜
15
時

●
と
こ
ろ
＝
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
川
内

　

店
２
階　

会
議
室（
矢
倉
町
）

●
内
容
＝
相
続
、
贈
与
、
遺
言
、
金

　

銭
貸
借
等
契
約
全
般
、
成
年
後
見
、

　

財
産
管
理
、
離
婚
、
交
通
事
故
等

　

損
害
保
険
請
求
、
行
政
手
続
全
般

　

支
援

　

＊
予
約
し
た
方
を
優
先
し
ま
す
の

　
　

で
、
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
＝
行
政
書
士
民
事
法
務
研

　

究
会
事
務
局

　

０
９
９（
２
５
３
）０
９
１
１

「
預
金
保
険
制
度
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か

　
「
預
金
保
険
制
度
」は
、
万
が
一
金

融
機
関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、
預

金
者
の
保
護
や
資
金
決
済
の
履
行
の

確
保
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
用

秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
当
座
預
金
や

利
息
の
付
か
な
い
普
通
預
金
な
ど
は

全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。
定
期
預
金
や

利
息
つ
き
の
普
通
預
金
な
ど
は
、
金

融
機
関
ご
と
に
預
金
者
１
人
当
た
り

元
本
１
０
０
０
万
円
ま
で
と
、
そ
の

利
息
な
ど
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ

を
超
え
る
分
は
破
た
ん
し
た
金
融
機

関
の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ

れ
ま
す
。

　

預
金
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る

金
融
機
関
は
、
銀
行
、
信
用
金
庫
な

ど
で
す
が
、
10
月
に
民
営
化
さ
れ
た

㈱
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
も
対
象

金
融
機
関
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
＝

　

▼
預
金
保
険
機
構

　
　

０
３（
３
２
１
２
）６
０
２
９

　

▼
各
財
務
局
な
ど
ま
た
は
金
融
機

　
　

関
の
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
　

だ
さ
い
。

Ｓ
Ｆ
商
法（
ハ
イ
ハ
イ
学
校
）に

　
　
　
　
　
　

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

閉
め
切
っ
た
会
場
に
人
を
集
め
、

日
用
品
な
ど
を
た
だ
同
然
で
配
っ
て

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
後
、
最
終
的

に
高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ
る
Ｓ
Ｆ

商
法
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
粗
品
や

引
換
券
で
誘
わ
れ
て
も
、
安
易
に
指

定
さ
れ
た
場
所
に
行
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

仮
に
会
場
へ
行
っ
た
場
合
で
も
、

雰
囲
気
に
の
ま
れ
ず
、
必
要
の
な
い

も
の
は
き
っ
ぱ
り
断
り
、
帰
り
た
い

と
き
は「
帰
り
た
い
」と
は
っ
き
り
意

思
表
示
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
高
齢
者

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

Ｓ
Ｆ
商
法
の
場
合
、
法
定
の
契
約

書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
間
は

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ（
無
条
件
解
約
）

が
で
き
ま
す
。「
し
ま
っ
た
」と
思
っ

た
ら
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●�

相
談
窓
口
＝
本
庁
市
民
政
策
課
総

合
相
談
Ｇ（
内
線
２
５
７
１
・
２

５
７
２
）

国
有
財
産
売
り
払
い
の
お
知
ら
せ

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
次
の
国
有

財
産
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
り

払
い
し
ま
す
。

■�

物
件
所
在
地
＝
御
陵
下
町
６
０
８

６
ー
２

■
物
件
の
種
類
＝
土
地

■
登
記
地
目
＝
宅
地

■
面
積
＝
３
５
５
・
47
㎡

●
問
合
先
＝
鹿
児
島
労
働
局
総
務
課

　

会
計
第
二
係（
鹿
児
島
市
山
下
町
）

　

０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
５

口
座
振
替
の
ご
案
内

◎
市
の
税
金
や
料
金
な
ど
の
納
付
は

　

安
心
・
安
全
・
便
利
な
口
座
振
替

　

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

＊
申
込
用
紙
は
各
金
融
機
関
に
備

　
　

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
な
お
、

　
　

通
帳
の
届
け
出
印
を
お
持
ち
く

　
　

だ
さ
い
。

　

●
問
合
先
＝
本
庁
会
計
課
出
納
Ｇ

　
　
（
内
線
２
３
２
３
）
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お知らせコーナー

本庁市民健康課健康指導G（すこやかふれあいプラザ内）

G
G
G
G
G
G
G
G

出張健康相談

保健センターで実施する保健事業

地 域 月　日 時　間 場　　所

川 内

11/21(水) ９:30〜11:00 下 手 公 民 館

11/22(木) ９:30〜11:00 坊 ノ 下 公 民 館

11/27(火) ９:30〜11:00 平 佐 麓 公 民 館

11/29(木) ９:30〜11:00 川 原 田 公 民 館

　

く
だ
さ
い
。

　

＊
す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
へ
の
国

　
　

債
の
交
付
に
期
間（
15
カ
月
）を

　
　

要
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
＝
本
庁
福
祉
課
福
祉
Ｇ

　
（
内
線
２
１
２
１
）

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
給
付
金

　

戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
で
、
次
に
該

当
す
る
場
合
、
特
別
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

第
18
回
ま
た
は
第
20
回
特
別
給
付
金

を
受
給
し
て
い
た
場
合

①
継
続
支
給
対
象
者
＝

　

平
成
18
年
10
月
１
日
に
増
加
恩
給
、

　

傷
病
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

　

戦
傷
病
者
の
妻

②
特
例
支
給
対
象
者
＝

　

平
成
８
年
10
月
１
日
〜
平
成
15
年

　

３
月
31
日
ま
で
に
戦
傷
病
以
外
の

　

原
因
で
死
亡
さ
れ
た
戦
傷
病
者
の

　

妻
③「
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

　

付
金
」へ
の
移
行
対
象
者
＝

　

平
成
８
年
10
月
１
日
〜
平
成
15
年

　

３
月
31
日
ま
で
に
戦
傷
病
が
原
因

　

で
死
亡
さ
れ
た
戦
傷
病
者
の
妻

新
た
に
該
当
に
な
っ
た
場
合

　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

　

４
月
１
日
の
間
に
、
増
加
恩
給
、

　

傷
病
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
取
得

　

さ
れ
た
戦
傷
病
者
の
妻

　

＊
受
付
は
９
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ
＝
上
甑
老
人
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
【
川
内
地
域
】

●
と
き
＝
12
月
２
日（
日
）13
時
か
ら

　

＊
受
付
は
12
時
か
ら

●
と
こ
ろ
＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル　

第

　

４
会
議
室

●
内
容
＝
更
新
講
習
・
失
効
講
習

●
対
象
＝
有
効
期
限
が
１
年
以
内
に

　

切
れ
る
免
状
ま
た
は
失
効
し
て
い

　

る
免
状
を
お
持
ち
の
方

●
受
講
料
＝

【
鹿
島
・
上
甑
地
域
】

　

▼
更
新
講
習
料
＝
８
６
０
０
円

　

▼
失
効
講
習
料
＝
１
万
４
６
０
０

　
　

円

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

　
　
　
　
　
　
　
　

お
済
み
で
す
か

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第

８
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万

円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
ご
遺
族
の
方
は
、
次

の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
１

人
で
す
。
請
求
期
限
は
、
平
成
20
年

３
月
31
日
で
す
の
で
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効
に

よ
り
失
権
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
先
順
位
＝

　

⑴
弔
慰
金
の
受
給
権
者

　

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子

　

⑶
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有

　
　

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
な

　
　

ど
と
姓
が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
、

　
　

②
孫
、
③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉

　
　

妹

　

⑷
右
記
⑶
以
外
の
①
父
母
、
②
孫
、

　
　

③
祖
父
母
、
④
兄
弟
姉
妹

　

⑸�

右
記
⑴
〜
⑷
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族

　

＊
請
求
書
類
お
よ
び
添
付
書
類
は
、

　
　

本
庁
福
祉
課
ま
た
は
、
各
支
所

　
　

市
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

●
請
求
期
限
＝
平
成
21
年
９
月
30
日

　

ま
で

　

＊
期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効
に
よ
り

　
　

失
権
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

　
　

く
だ
さ
い
。

●�

問
合
先
＝
本
庁
福
祉
課
福
祉
Ｇ

（
内
線
２
１
２
１
）お
よ
び
各
支
所

　

市
民
福
祉
課

小
型
船
舶
免
状
の
更
新
・
失
効
講
習

【
鹿
島
地
域
】

●
と
き
＝
11
月
24
日（
土
）

　

10
時
30
分
か
ら

　

＊
受
付
は
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ
＝
鹿
島
住
民
セ
ン
タ
ー

【
上
甑
地
域
】

●
と
き
＝
11
月
25
日（
日
）

　

10
時
か
ら

地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内

11/20(火)
９:00 〜９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00〜11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

11/27(火)
９:00 〜９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00〜11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

入 来 11/19(月) 13:00〜16:00 母子健康手帳交付・健康相談（成人・母子）

東 郷 11/19(月) 10:00〜11:30 母子健康手帳交付・健康相談（母子）

【
川
内
地
域
】

　

▼
更
新
講
習
料
＝
９
０
０
０
円

　

▼
失
効
講
習
料
＝
１
万
５
０
０
０

　
　

円

　

＊
写
真
代
、
送
料
な
ど
を
含
む

　

＊
写
真
は
当
日
会
場
で
撮
影
し
ま

　
　

す
。

●
必
要
書
類
＝
更
新
ま
た
は
失
効
の

　

海
技
免
状
、
本
籍
記
載
の
住
民
票

　

の
写
し

●
問
合
先
＝

　

▼
鹿
島
・
上
甑
地
域

　
　

鹿
児
島
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

　
　

０
９
９（
２
２
４
）６
１
８
０

　

▼
川
内
地
域

　
　

西
園
海
事
事
務
所

　
　

０
９
９（
２
２
３
）０
３
６
５

＊近く実施予定の地域のみ掲載してあります。
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Advice

薩摩川内市交通事故発生状況

心配ごと相談所

AccidentAccident

交
通
事
故

死　

者

傷　

者

４５３件

－６件

　３人

　±０人

５４７人

+６人
前年比 前年比 前年比

＊そのほか社会福祉協議会の本所・支所では、｢心配
ごと相談所｣を定期的に開設して、住民の全般的な
相談に応じています。相談日は、各地域の社会福
祉協議会の本所または支所にお問い合わせください。

社会福祉協議会各支所の問合先

総合福祉会館で次の通り相談に応じます。
●財産・登記相談
　12/14（金）　13：30～16：30
●法律相談（予約が必要）
　12/21（金）　13：30～16：30
問合先　社会福祉協議会本所
　　　　　 0996（22）2355TEL

▼上　甑

▼下　甑
▼鹿　島

　  09969(3)2880

　  09969(7)0246
　  09969(4)2450

　  0996(38)1166
　  0996(44)3731
　  0996(42)1872
　  0996(55)1610

▼樋　脇
▼入　来
▼東　郷
▼祁答院

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

TEL

（H19.１/１～10/22）

＊里と上甑は統合されました。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

9
月
届
出
分（
敬
称
略
）

暮らしの情報

ー　

川　

内　

ー

勝　

田　

澄　

江
【
東
開
聞
】
82

福　

元　

敏　

則
【
宮　

崎
】
59

政　

倉　
　
　

宮
【
勝　

目
】
85

和　

田　

和　

江
【
勝　

目
】
52

下　

薗　
　
　

弘
【
木
場
茶
屋
】
91

杉　

安　
　
　

壹
【
青　

山
】
87

前　

原　

ヒ
デ
子
【
青　

山
】
72

松　

元　

良　

夫
【
中
福
良
】
93

桒　

原　

浩　
　

【
隈
之
城
】
72

鬼　

塚　

芳　

子
【
平　

佐
】
89

田　

中　

ユ
ミ
子
【
平　

佐
】
52

福　

壽　

文　

雄
【
天　

辰
】
78

立　

島　

和　

男
【
大　

王
】
81

野　

田　

榮　

次
【
御
陵
下
】
74

今　

村　

安　

丸
【
宮　

内
】
82

川　

𠩤　

尚　

美
【
宮　

内
】
70

山
之
内　

利　

夫
【
宮　

内
】
77

神　

原　

春　

治
【
五　

代
】
60

村　

尾　

幸　

健
【　

港　

】
86

邑　

上　

シ
ゲ
子
【　

港　

】
81

荒　

武　

義　

弘
【
永　

利
】
65

𠮷　

満　

正　

光
【
永　

利
】
80

川　

島　

恒　

行
【
寄　

田
】
68

橋　

野　

彦　

一
【
寄　

田
】
76

勝　

目　
　
　

愽
【
高　

江
】
80

川　

畑　

ア
イ
子
【
高　

江
】
88

柿　

田　

乃　

布
【
田　

海
】
75

問　

覚　

敏　

裕
【
高　

城
】
82

三　

島　

久　

雄
【
高　

城
】
76

湯　

田　

タ　

エ
【
高　

城
】
78

村　

尾　

サ　

ミ
【
陽　

成
】
87

小　

園　

ト
ミ
子
【
城　

上
】
76

瀬
戸
口　

エ　

ミ
【
城　

上
】
94

長　

野　

ナ
ツ
ヱ
【
城　

上
】
90

柏　

木　
　
　

勲
【
湯　

田
】
86

柏　

木　

サ　

チ
【
湯　

田
】
90

柏　

木　

昌　

子
【
湯　

田
】
63

橋　

口　

イ
ツ
子
【
湯　

田
】
70

上　

薗　

フ
ヂ
ヱ
【
東
大
小
路
】
100

栗　

下　

力　

郎
【
東
大
小
路
】
72

安　

本　

一　

雄
【
原　

田
】
67

ー　

樋　

脇　

ー

今　
　
　

サ　

イ
【
市
比
野
】
94

中　

島　
　
　

優
【
市
比
野
】
83

横　

山　

綱　

夫
【
市
比
野
】
82

上　

野　
　
　

深
【
塔
之
原
】
86

尾　

畑　

正　

子
【
塔
之
原
】
94

吉　

留　

裕　

子
【
塔
之
原
】
46

ー　

入　

来　

ー

水　

流　

ヨ　

シ
【
浦
之
名
】
83

猶　

野　
　
　

直
【
浦
之
名
】
81

横　

山　

繁　

男
【
浦
之
名
】
85

田　

中　

滿　

男
【
副　

田
】
88

濱　

田　

一　

夫
【
副　

田
】
92

福　

島　
　
　

男
【
副　

田
】
92

山　

下　

ハ
ツ
ヱ
【
副　

田
】
86

ー　

東　

郷　

ー

家　

吉　

宏　

和
【
斧　

渕
】
20

中　

村　

サ　

エ
【
斧　

渕
】
99

藤　

元　
　
　

安
【
斧　

渕
】
88

古　

里　

キ　

リ
【
斧　

渕
】
86

桺　

田　

忠　

吉
【
斧　

渕
】
96

小
野
原　

ユ　

ミ
【
南　

瀬
】
90

竹
ノ
内　

ア
ツ
子
【
南　

瀬
】
83

森　

永　

ハ
ス
子
【
南　

瀬
】
76

岩　

下　

チ　

ル
【
藤　

川
】
87

ー　

祁
答
院　

ー

久　

米　

春　

雄
【
上　

手
】
94

ー　
　

里　
　

ー

＊
掲
載
対
象
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ー　

上　

甑　

ー

＊
掲
載
対
象
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ー　

下　

甑　

ー

中　

村　

重　

秀
【
瀬
々
野
浦
】
76

窪　
　
　

シ
ヅ
ミ
【
長　

浜
】
94

竹　

中　
　
　

一
【
長　

浜
】
71

ー　

鹿　

島　

ー

中　

村　

ミ
ツ
コ
【
藺
牟
田
】
90

橋　

野　

ヲ
サ
ト
【
藺
牟
田
】
96

＊�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
を
希
望

さ
れ
な
い
関
係
者
の
方
は
、
事
前

に
本
庁
広
報
室
、
ま
た
は
届
け
出

の
際
に
、
本
庁
市
民
課
あ
る
い
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

夜間救急医療について考えてみましょう

　夜間の救急医療受診者の増加に伴い、夜間当番医師へ
の負担が増し、救急患者への処置が十分に行えないこと
があります。
　夜間当番医師の負担を軽減し、救急患者に迅速に対応
するために、次のことに心掛けてください。
①体調が悪いときは、できるだけ早め（昼間）にかかりつ
　け医師の診察を受けましょう。
②かかりつけの医師を決めて、かねてから医師との信頼
　関係をつくっておきましょう。
③夜間医療は医療費も割高で、スタッフもそろっていな
　いことから、医療機関の診療時間内での受診に努めま
　しょう。
●�問合先＝本庁市民健康課地域医療グループ
　（すこやかふれあいプラザ内）
　 0996（22）8811
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清
色
地
区
に
は
、
歴
史
的
な
遺
跡
で
あ
る
領
主
の
お

石せ
っ
と塔
な
ど
の
本
市
指
定
文
化
財
が
10
カ
所
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
文も

ん
じ
ょ書
・
武
具
な
ど
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
入

来
郷
土
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大お
お
み
や宮
神
社
で
古
く
か
ら
伝
わ
る
神か
ん
ま
い舞
は
、
大
み
そ
か

に
夜
を
徹
し
て
踊
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
で
歌
わ
れ
る

歌
詞
の
中
に
、
国
歌「
君
が
代
」の
文
言
が
入
っ
て
お
り
、

「
君
が
代
発
祥
の
地
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

麓
地
区
に
伝
わ
る
県
指
定
伝
統
的
重
要
無
形
文
化
財

の
疱ほ

う
そ
う瘡
踊
り
は
、
祝
い
事
や
行
事
な
ど
で
踊
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
区
内
に
は
虚
無
僧
踊
り
・
金か

ね

山や
ま

踊
り
・
太
鼓

踊
り
な
ど
多
く
の
郷
土
芸
能
が
あ
り
ま
す
が
、
踊
り
手

の
不
足
な
ど
か
ら
現
在
は
踊
ら
れ
て
お
ら
ず
、
地
区
を

上
げ
て
の
復
活
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、
小
・
中
学
生
を

対
象
に
清
色
川
で
の
釣
り
大
会
を
開
催
し
、
毎
回
50
人

以
上
が
参
加
し
て
ま
す
。

ほ
か
の
地
区
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
来
年
か
ら
は
対

象
地
区
を
広
げ
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
文
化
祭
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な

ど
各
種
触
れ
合
い
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

｢ 君が代 ｣発祥の地とされる大宮神社

■問合先
　清色地区コミュニティ協議会

■所在地
　〒 895-1402
　入来町浦之名 788 − 1
　� ･ 0996（44）4222

文
化
財
・
イ
ベ
ン
ト

ごみのポイ捨てやめましょう！

ふ
る
さ
と
探
画

ふ
る
さ
と
探
画

平成19年11月10日号　No.74

第 15 回

歴
史
と
文
化
の
香
り
漂
う
ま
ち
、
そ
し

て
、
豊
か
な
自
然
・
景
観
に
恵
ま
れ
た

ま
ち
清
色
へ
、
い
っ
ど
お
じ
ゃ
っ
た
も

ん
せ（
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
）。

国の史跡として指定され
た六つの山城と清色城跡。
春には桜がきれいです。

国の選定を受けた、入来
麓伝統的建造物群保存地
区の玉石垣。見事です。

　

清き
よ
し
き色
地
区
は
８
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
清
色
城
の

跡
地
を
中
心
に
、南
北
に
流
れ
る
樋
脇
川（
通
称:

清

色
川
）・
南
北
に
縦
貫
す
る
国
道
３
２
８
号
を
囲
む

よ
う
に
広
が
り
、
22
自
治
会
・
７
５
４
世
帯
・
人
口

１
７
７
０
人
で
構
成
さ
れ
、
歴
史
的
な
遺
跡
・
遺
構

が
多
く
見
ら
れ
る
地
区
で
す
。

　

清
色
地
区
に
は
平
成
15
年
に
国
の
選
定
を
受
け
た

入い
り

来き

麓
ふ
も
と

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区（
以
下「
伝
建
地

区
」）が
あ
り
ま
す
。
特
徴
は
中

ち
ゅ
う
せ
い世
山や
ま
じ
ろ城
で
あ
る
清
色

城
を
背
景
と
し
て
、
そ
の
山
す
そ
に
近
世
の
地じ

頭と
う

館

（
お
仮か

り

屋や

）を
置
き
、
清
色
川
と
の
間
の
平
地
を
武
士

の
中
心
的
居
住
地
と
し
て
お
り
、
武
家
屋
敷
を
囲
む

玉
石
垣
の
整
然
と
し
た
配
列
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
清

色
城
の
背
景
を
囲
む
山
に
は
六
つ
の
山や

ま
じ
ろ城
が
あ
り
、

平
成
16
年
に
国
の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
、
今
後
は

伝
建
地
区
と
、
山
城
を
ど
の
よ
う
に
連
携
し
生
か
し

て
い
く
か
が
地
区
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

　

清
色
城
跡
地
に
建
つ
入
来
小
学
校
は
、
鹿
児
島
の

第
三
郷
校
と
し
て
明
治
２
年
に
開
校
し
て
か
ら
、
本

年
で
１
３
８
年
の
歴
史
を
持
つ
学
校
で
あ
り
、
平
成

15
年
３
月
に
新
校
舎
・
幼
稚
園
舎
・
屋
内
運
動
場
が

完
成
し
ま
し
た
が
、
城し

ろ
あ
と跡
と
伝
建
地
区
に
合
っ
た
学

校
を
建
て
よ
う
と
、
設
計
を
公
募
し
建
設
さ
れ
た
学

校
で
す
。

　

地
区
内
に
は
、
豊
富
な
温
泉
を
利
用
し
た
、
民
間

の
公
衆
浴
場
や
温
泉
付
住
宅
団
地
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
福
祉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
区
内
に
移
設
さ
れ
た
、
国
立
の
鹿
児
島
障
害
者
職

業
能
力
開
発
校
で
は
、
常
時
１
０
０
人
の
生
徒
が
訓

練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

国
道
３
２
８
号
と
県
道
42
号
線
が
交
差
す
る
日
の

丸
交
差
点
付
近
に
は
、
最
近
、
食
堂
・
物
産
販
売
所

が
相
次
ぎ
開
店
し
、
利
便
の
良
さ
か
ら
こ
れ
か
ら
も

各
種
の
出
店
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、「
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
、
子
ど
も
の
登
下
校
時

を
重
点
に
、
青
色
回
転
灯
装
着
車
に
よ
る
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
や
河
川
環
境
対
策
と
し
て
、
Ｅ
Ｍ
菌
を
利
用

し
た
水
質
改
善
活
動
、
ま
た
、
地
区
の
宝
で
あ
る
郷

土
芸
能
の
復
活
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

〜 

入
来
地
域
清
色
地
区
編 

〜

〜 

入
来
地
域
清
色
地
区
編 

〜

大みそかに奉納される「入来神舞」


